
◎水を熱したり、冷やしたりすると・・・ 
 
 
 
 
 
 

◎水を熱してみよう。 

＜注意＞熱した器具は、冷めるまでさわらない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎湯気を調べよう。 

①　ビーカーに水と　ふっとう石　を入れて 

アルミはくでふたをし、あなを開けて熱する。 

②　アルミニウムはくのあなから出てくる湯気に、 

かくはんぼうを近づけてようすを見る。 

＜注意＞ 

・湯が目に入らないように、ほごめがねをかける。 

・急にあわ立ち、ふき出すことをふせぐために、 

必ずふっとう石を入れる。 

・熱した器具は、冷めるまでさわらない。 
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時間(分) 温度(℃) 水のようす 

0 
 
 

15 火をつけるとすぐにビーカーの外側がくもった。 

1 21  

2 32 ビーカーの底から、小さいあわが出てきた。 
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3 48 小さいあわが上がっていった。 

4 57  

5 69 

6 75  

7 80 

8 87  

9 90 

10 94 ビーカーの底から、 
大きなあわがさかんに出ていた。 

11 97 

12 98  

13 98 

14 98  

15 98 
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◎温度と水のすがたの関係についてまとめましょう。 
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